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赤穂市民生委員児童委員協議会

民児協 あこう
広げよう　地域に根ざした　思いやり

　第 38 号　平成 23 年　春号

こ
の
笑
顔
を
守
り
た
い▼新設の塩屋児童館の前で

　  塩屋保育所園児

▲  高雄幼稚園児

民
生
委
員
児
童
委
員
信
条

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
隣
人

愛
を
も
っ
て
、
社
会
福
祉

の
増
進
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に

地
域
社
会
の
実
情
を
把
握

す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
誠
意

を
も
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
生

活
上
の
相
談
に
応
じ
、
自

立
の
援
助
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
す
べ

て
の
人
々
と
協
力
し
、
明

朗
で
健
全
な
地
域
社
会
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

一
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
常
に

公
正
を
旨
と
し
、
人
格
と

識
見
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

 

児 

童 

憲 

章

児
童
は
、
人
と
し
て
尊
ば
れ

る
。

児
童
は
、
社
会
の
一
員
と
し

て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
。

児
童
は
、
よ
い
環
境
の
中
で

育
て
ら
れ
る
。
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昨
年
末
に
、
民
生
委
員
児
童
委

員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
新
た

な
体
制
の
中
で
新
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
中
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ま

の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
地
域
福

祉
の
向
上
に
務
め
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

近
年
の
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
人
口
の
減
少
と
と
も

に
、
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
に

伴
う
社
会
の
変
化
に
よ
り
、
地
域

に
お
け
る
人
々
の
つ
な
が
り
が
薄

れ
、
家
族
や
社
会
か
ら
孤
立
し
、

無
縁
社
会
に
生
き
る
人
々
も
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
、
新
聞

や
ニ
ュ
ー
ス
で
目
に
す
る
と
お
り
、

児
童
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
へ
の

虐
待
、
悪
質
商
法
被
害
な
ど
弱
者

を
ね
ら
っ
た
犯
罪
な
ど
が
後
を
絶

た
ず
、
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
問

題
は
よ
り
一
層
深
刻
化
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
今
、
民
生

委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
福
祉
の

中
心
的
担
い
手
と
し
て
、
活
動
の

充
実
を
期
待
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
住
民
の

立
場
に
立
っ
た
き
め
細
や
か
な
見

守
り
、
相
談
援
助
、
ま
た
、
日
常

生
活
の
安
心
を
確
保
す
る
と
い
う

基
本
的
な
活
動
を
大
切
に
、
地
域

住
民
の
方
々
に
信
頼
さ
れ
、
住
民

の
支
え
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
社
会
奉
仕
の
精
神
の
も

と
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
大

会
で
採
択
さ
れ
た
「
広
げ
よ
う
地

域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
赤
穂
市
民
生
委
員

児
童
委
員
百
十
一
名
、
心
を
合
わ

せ
、
支
え
合
い
、
知
識
向
上
に
努

め
、
地
域
福
祉
活
動
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

就
任
に
あ
た
り

赤穂市民生委員
児童委員協議会

会長  中村　文代

地
区
委
員
長
　
涌
元
　
雅
代

　
中
村
　
文
代
　

・
　

久
須
　
律
子

　
金
丸
　
町
子
　

・
　

中
村
　
孝
司

　
虎
津
　
禎
一
　

・
　

真
殿
　
澄
江

　
髙
力
　
久
枝
　

・
　

米
野
　
征
也

　
萩
原
　
敏
弘
　

・
　

山
㟢
　
悦
男

　
大
西
　
則
子
　

・
　

西
㟢
　
　
要

　
柳
内
　
和
代
　

・
　

三
木
　
保
子

　
村
中
惠
美
子
　

・
　

千
年
屋
正
子

地
区
委
員
長
　
粟
田
　
典
伸

　
川
原
　
洋
三
　

・
　

鳴
神
　
義
量

　
池
田
　
正
男
　

・
　

服
部
　
洋
子

　
魚
住
　
昌
生
　

・
　

金
礪
智
惠
子

地
区
委
員
長
　
濱
本
　
昌
宣

　
木
村
　
繁
滿
　

・
　

山
本
す
み
子

　
山
田
　
佳
惠
　

・
　

小
島
　
愛
子

　
西
濱
　
　
守
　

・
　

山
下
　
文
良

　
長
棟
千
代
子
　

・
　

千
㟢
紀
美
子

　
伊
東
　
康
子
　

・
　

船
曳
眞
紀
子

　
河
部
登
史
子
　

・
　

有
田
　
勝
美

　
冨
永
萬
代
子
　

・
　

西
角
　
正
志

　
田
端
　
昭
男
　

・
　

浅
野
　
宣
江

地
区
委
員
長
　
山
根
　
泰
輔

　
入
潮
　
定
夫
　

・
　

照
峰
　
紘
子

　
樋
本
八
重
美
　

・
　

穐
本
千
津
子

　
後
藤
　
利
樹
　

・
　

岩
本
　
明
美

　
中
田
　
宣
子
　

・
　

青
木
　
洲
平

　
出
口
　
　
卓
　

・
　

末
政
埵
眞
子

地
区
委
員
長
　
山
下
　
芳
一

　
水
野
　
　
亮
　

・
　

米
田
　
絹
子

　
小
島
由
美
子
　

・
　

藤
田
　
佳
子

　
釣
本
　
清
司
　

・
　

渡
利
　
輝
男

　
野
山
貴
久
子
　

・
　

戸
田
　
一
子

地
区
委
員
長
　
平
嶺
　
友
溥

　
田
淵
　
弘
一
　

・
　

藪
田
　
榮
子

　
松
本
　
正
史
　

・
　

前
本
美
奈
子

　
桐
谷
　
宙
佳
　

・
　

深
澤
す
み
子

　
松
田
　
利
一
　

・
　

小
林
智
代
子

　
志
水
　
　
矛
　

・
　

松
本
十
代
子

　
片
山
　
容
子
　

・
　

山
根
寿
美
子

　
躯
川
　
聡
美

地
区
委
員
長
　
浦
池
　
伸
朔

　
岡
本
　
　
正
　

・
　

安
井
　
絹
代

　
谷
内
　
繁
子
　

・
　

松
本
　
　
茂

　
山
崎
　
道
夫

地
区
委
員
長
　
山
谷
　
義
光

　
中
道
　
昭
之
　

・
　

松
尾
千
ず
子

　
宮
崎
　
早
苗
　

・
　

中
川
　
明
己

　
岡
　
　
美
晴
　

・
　

河
上
　
俊
之

赤
穂
地
区
（
17
名
）

笑
顔
が
生
ま
れ
る

　
元
気
な
つ
な
が
り

塩
屋
地
区
（
17
名
）

向
こ
う
三
軒
両
隣

御
崎
地
区
（
９
名
）

み
ん
な
で

 

さ
さ
え
あ
い

き
ょ
う
り
ょ
く
し
よ
う
�

有
年
地
区
（
９
名
）

地
域
社
会
の
つ
な
ぎ
役

城
西
地
区
（
14
名
）

み
ん
な
で
築
こ
う
思
い
や
り
！

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
城
西
の
ま
ち

尾
崎
地
区
（
16
名
）

心
豊
か
に
共
に
生
き
る

西
部
地
区
（
７
名
）

思
い
や
り
の
あ
る

こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち
西
部

主
任
児
童
委
員
（
５
名
）

育
て
よ
う
！
気
配
り
、

目
配
り
、
声
か
け
で
！

坂
越
地
区
（
11
名
）

地
縁
を
深
め
、
絆
を
強
め

目
く
ば
り
、気
く
ば
り
、思
い
や
り

高
雄
地
区
（
６
名
）

子
供
し
か
る
な
来
た
道
だ
か
ら

年
寄
笑
う
な
行
く
道
だ
か
ら

来
た
道
行
く
道
後
戻
り
出
来
ぬ
道

あ
る
エ
ッ
セ
ー
集
よ
り

あなたの地区の
民生委員児童委員です！

副会長

副会長

木村  繁滿

水野　  亮

　
森
田
み
よ
子
　

・
　

佐
藤
　
雅
雄

　
中
元
　
龍
己
　

・
　

溝
口
　
　
將

　
丑
田
　
洋
二
　

・
　

鳥
羽
　
弘
晃

　
森
　
は
る
ゑ

地
区
委
員
長
　
松
原
　
　
貞

　
丸
谷
　
和
弘
　

・
　

團
　
　
増
治

　
川
口
　
賢
治
　

・
　

名
田
美
佐
枝

　
岡
田
喜
美
世
　

・
　

網
本
　
　
茂

　
亀
井
紀
代
子
　

・
　

島
田
　
玲
子

　
中
森
　
逸
彌
　

・
　

久
野
　
朝
代

　
髙
木
　
啓
子
　

・
　

兼
任
　
惠
彬

　
萩
原
　
博
志
　

・
　

櫻
間
五
十
鈴

　
川
西
　
絹
子

　

ご
自
身
の
担
当
民
生
委
員
児

童
委
員
に
つ
い
て
は
市
社
会
福

祉
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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昨
年
十
二
月
の
一
斉
改
選
に

よ
り
、
赤
穂
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
会
長
を
、
永
年

務
め
ら
れ
ま
し
た
中
山
茂
雄
会

長
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
中
村

文
代
会
長
が
就
任
し
、
新
体
制

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
新
会
長
の
抱
負
と

地
区
別
に
民
生
委
員
児
童
委
員

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
相
談
な
ど
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
担
当
地
区
の
委
員
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
民
児
協
あ
こ
う
」
の
発
行

を
担
当
い
た
し
ま
す
広
報
部
員

も
八
名
の
交
代
が
あ
り
ま
し

た
。　
“
明
る
く
楽
し
く
見
や

す
い
広
報
づ
く
り
〟
を
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。 編

　
集
　
後
　
記

園
児
と
の
交
流
会
に
参
加
し
て

　
三
月
の
初
め
、
私
た
ち
民
生
委

員
児
童
委
員
、
地
域
福
祉
推
進
委

員
の
七
名
は
、
高
雄
幼
稚
園
園
長

の
計
ら
い
で
、
園
児
四
十
三
名
と

ふ
れ
あ
い
の
場
を
持
つ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
み
ん
な
で
唄
を
歌
い
、

遊
戯
を
し
、
ゲ
ー
ム
な
ど
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
誠
に
楽
し
い
ひ

と
時
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
こ

ぼ
れ
ん
ば
か
り
の
笑
顔
に
出
会
い
、

私
た
ち
が
忘
れ
か
け
て
い
た
純
な

気
持
ち
に
戻
る
こ
と
が
で
き
、
心

の
安
ら
ぎ
を
覚
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
明
る
く
元
気
で

ハ
キ
ハ
キ
と
、
何
事
に
も
物
怖
じ

し
な
い
積
極
的
な
姿
勢
は
、
見
て

い
て
気
持
ち
よ
く
、
ワ
ク
ワ
ク
と

心
弾
む
思
い
で
、
ほ
ん
と
う
に
嬉

し
く
頼
も
し
く
思
え
ま
し
た
。
私

た
ち
は
、
子
ど
も
た
ち
よ
り
大
き

な
パ
ワ
ー
と
元
気
と
や
る
気
を

し
っ
か
り
と
も
ら
い
ま
し
た
。

　
あ
ん
な
に
大
き
な
口
を
開
け
て

笑
っ
た
り
、
あ
ん
な
に
大
き
な
声

で
話
を
し
た
の
は
い
つ
以
来
で

し
ょ
う
か
。
ほ
ん
と
う
に
意
義
の

あ
る
一
日
で
し
た
。
こ
の
子
ど
も

た
ち
が
す
く
す
く
と
育
ち
、
大
き

く
は
ば
た
い
て
く
れ
る
こ
と
を
願

い
つ
つ
園
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
日
頃
、
私
た
ち
民
生
委
員
児
童

委
員
の
仕
事
の
大
半
は
、
お
年
寄

り
の
方
々
と
の
か
か
わ
り
で
占
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
方
々

や
、
社
会
的
弱
者
の
人
た
ち
を
少

し
で
も
手
助
け
し
、
見
守
っ
て
い

く
こ
と
は
た
い
へ
ん
重
要
な
こ
と

で
我
々
の
責
務
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
最
近
で
は
、
幼
児
へ

の
虐
待
、
子
ど
も
同
士
で
の
い
じ

め
、
更
に
は
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る

悲
惨
な
事
件
や
事
故
な
ど
が
増
加

し
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
全

て
家
庭
や
学
校
に
ま
か
せ
て
い
て

良
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
つ
も
自
問

自
答
し
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
中

に
入
っ
て
い
き
に
く
い
部
分
は
あ

る
と
は
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
、

社
会
や
地
域
全
体
で
し
っ
か
り
と

子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
と
、
こ

の
無
邪
気
で
底
抜
け
に
明
る
い
笑

顔
に
触
れ
、
つ
く
づ
く
感
じ
た
も

の
で
し
た
。
是
非
、
こ
ん
な
素
敵

な
機
会
を
こ
れ
か
ら
も
持
ち
続
け
、

地
域
で
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し

て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

・批判ばかりされた子どもは　　非難するようになる
・殴られて大きくなった子どもは　　力にたよるようになる
・笑いものにされた子どもは　　ものを言わなくなる
・皮肉にさらされた子どもは　　良心の希薄な子になる
しかし
・激励をうけた子どもは　　自信を覚える
・寛容に出合った子どもは　　忍耐強くなる
・賞讃を受けた子どもは　　評価することを覚える
・フェアープレーを経験した子どもは　　公正になる
・友情を知る子どもは　　親切になる
・安心を経験した子どもは　　人を信頼できる
・可愛がられ抱きしめられた子どもは　　人の愛情を感じられる

子どもの育ち方と
その環境には深い
関係があります
子どもの環境についての心がけ
あなたの子育てはいかがですか

東
日
本
大
震
災
　
御
見
舞

　
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
は
、
想
像
を
絶
す

る
被
害
を
も
た
ら
し
、
多
く
の

尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ

れ
た
皆
様
、
そ
の
ご
家
族
の

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
後
、
一
日
も
早
い
復
旧
と

復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

子育て
ワンポ

イント

アドバ
イス⑯

主任児
童委員

アメリカの家庭教育学者ドロシー・ロー・ノルトの「子は親の鏡」より

高
雄
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員


